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　嵩山中腹の岩屋権現では、お正
月にたかれる火でもちを焼いて食
べ、一年間の無病息災を願う行事
があります。今年のお正月は天気
にも恵まれ、持参したもちを焼く
家族連れでにぎわいました。
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新春のごあいさつ

　

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
町
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
社
会
情
勢
は
回
復
基
調
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
国
全
体
で
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
り
、
各
種
の
構
造
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
硬
直
化
し
た
財
政
の
立
て
直
し
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
大
島
郡
四
町
が
新
た
な
枠
組
み
で
の
合
併
か
ら
早
三
年
余
り
を
経
過
い
た
し
ま
し

た
今
日
、
合
併
の
真
価
が
問
わ
れ
る
中
で
、
地
方
自
治
の
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
き
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
画
一
」、「
一
律
」、「
硬
直
」
か
ら
脱
皮
し
、
真
に
町
民
の
幸
せ
と
町
勢
の

発
展
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
実
施
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
早
期
に
実
行
に
移
し
、
ま
た
改
革
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
本

町
の
公
共
事
業
評
価
に
よ
る
事
業
コ
ス
ト
の
削
減
や
行
政
組
織
機
構
改
革
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
及
び
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
っ
て
民
間
活
力
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

私
も
新
生
「
周
防
大
島
町
」
の
初
代
町
長
に
就
任
し
て
、
今
年
の
十
一
月
に
は
一
期
四
年
の
任
期
を
迎
え
ま
す
。

合
併
前
、
旧
町
か
ら
の
引
き
継
ぎ
事
業
で
あ
り
ま
し
た
最
新
の
設
備
を
備
え
た
「
大
島
斎
場
」
が
、
昨
年
の
四
月
か

ら
供
用
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
七
月
に
は
「
な
み
だ
船
」、「
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
知
ら
れ
る

本
町
出
身
の
作
詞
家
・
星
野
哲
郎
先
生
を
顕
彰
す
る
記
念
館
が
、
東
和
総
合
支
所
と
併
設
し
て
竣
工
し
、
星
野
先
生

を
は
じ
め
日
本
歌
謡
界
最
高
峰
の
演
歌
歌
手
を
お
迎
え
し
て
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
星
野
先
生
の

歌
と
そ
の
偉
業
が
末
永
く
多
く
の
国
民
に
愛
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

供
用
開
始
が
急
が
れ
て
お
り
ま
し
た
「
周
防
大
島
町
環
境
セ
ン
タ
ー
」（
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
）
が
昨
年
の
十
二
月
に
竣
工
し
、
ご
み
の
適
性
処
理
や
適
切
な
分
別
に
よ
る
再
資
源
化
な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
共
成
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、
本
年
三
月
か
ら
本
格
稼
動
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
山
口
県
が
建
設
中
の
「
大

島
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
が
、
本
年
中
に
久
賀
庁
舎
東
隣
に
完
成
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
防
災
拠
点
施
設
と
し
て

地
域
の
防
災
体
制
の
充
実
強
化
と
、
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
方
と
の
相
互
理
解
を
深
め
手
を
携
え
、
明
る
く
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
、
粉
骨
砕
身
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
格
別
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　

　

終
わ
り
に
、
新
し
い
年
が
町
民
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

周防大島町長

　中　本　冨　夫

新春新春
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周
防
大
島
町
環
境
セ
ン
タ
ー
完
成

竣工式（12月 16 日）

◆選別・減量、減容化
　選別された缶類、ペットボトル、
容器包装プラスチック、ビン類は、
再資源化します。不燃ごみ・粗大
ごみは、細かく砕き鉄類を再資源
化し、リサイクルできないものを
埋立処分します。

◆最終処分場
　処分場の内部は漏水を防止するため二
重の遮水シート構造になっています。埋立
物の安定化を図るための散水は、適正に処
理され繰り返し使うことで完全無放流化
（クローズドシステム）により安心・安全
な最終処分場となっています。

◆リサイクル施設

　

国
の
交
付
金
事
業
で
建
設
を
進
め
て
い
た
周
防
大
島
町
環
境
セ
ン
タ
ー
が
、
西
安
下

庄
大
泊
地
区
に
完
成
し
、
12
月
16
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
廃
棄
物
循
環
型
社
会
構
築
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
（
処
理
能
力
１
日
８
ト
ン
）
と
環
境
に
配
慮
し
た
最
終
処
分
場
（
埋
立
容
量

１
万
６
千
立
方
メ
ー
ト
ル
）
で
構
成
す
る
複
合
施
設
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
は
、
町
内
か
ら
出
さ
れ
る
不
燃
系
の
粗
大
ご
み
、
缶
類
、
ビ
ン
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
再
資
源
化
し
、
埋
立
物
を
極
力
少
な
く
す
る
た
め
の
施
設
で

す
。
最
終
処
分
場
は
、
全
国
的
に
見
て
も
先
進
的
な
埋
立
地
全
体
を
建
物
で
覆
う
構
造

で
、
埋
立
ご
み
の
適
正
処
分
と
周
辺
環
境
の
保
全
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
20
年
３
月
か
ら
本
稼
動
し
ま
す
が
、
大
切
な
施
設
を

効
率
的
に
よ
り
長
く
使
う
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
し
っ
か
り
と
し
た
分
別
と

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
環
境
施
設
課　

☎
７
９
‐
１
０
１
２　

　
　
　
　
　
　
　

環
境
セ
ン
タ
ー
☎
７
７
‐
０
３
３
３



4広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )1 月号

月・日 曜日 対象地区 相談時間 会場

２月 14日 木
小山田北、寺家、東畑

9：30 ～ 16：00 蒲野農村環境改善セ
ンター

小山田南、西畑

２月 15日 金
中塚、前港、西の郷

9：30 ～ 16：00
流東、流西、小平

２月 16日 土 ― ― ―
２月 17日 日 ― ― ―

２月 18日 月
東浜北

9：30 ～ 16：00 蒲野農村環境改善セ
ンター

東浜南、後港

２月 19日 火
蔵本、明神松（東・西）

9：30 ～ 16：00
三蒲中村、新屋敷、西田

２月 20日 水
新開、松ケ崎、金屋、唐樋

9：30 ～ 16：00 第十分団消防機庫安迫、水車、砂堀、
小方、五反田

２月 21日 木
小松中田

9：30 ～ 16：00 役場大島庁舎
（１階会議室）

手崎、明新、屋代中田

２月 22日 金
宮の下、北石

9：30 ～ 16：00
沖石

２月 23 日 土 ― ― ―
２月 24日 日 ― ― ―

２月 25日 月
（上・中・下）片山 9：30 ～ 16：00

役場大島庁舎
（１階会議室）

笠佐 9：00 ～ 11：00 笠佐老人憩いの家

２月 26日 火
確定申告
旧大島町全域

9：30 ～ 16：00
大島文化センター
（２階研修室）

２月 27日 水
出井（川窪、中開地）

9：30 ～ 16：00 出井老人憩いの家
出井（天神東、明神、追通）

２月 28日 木
横見（森添、大歳）

9：30 ～ 16：00 横見老人憩いの家
横見（塩田）

２月 29日 金
日見（浜、塩町、木原）

9：30 ～ 16：00 日見公会堂
日見（奥田中、里）

３月１日 土 ― ― ―
３月２日 日 ― ― ―

３月３日 月
家房（大東、久保）

9：30 ～ 16：00 家房老人憩いの家家房（家房原、割石）

３月４日 火
志佐（浜西、浜東）

9：30 ～ 16：00 志佐老人憩いの家
志佐（郷串、上湯所、下湯所）

３月５日 水
神領、中、原

9：30 ～ 16：00
神領コミュニティー
センター田中、銅、郷の坪

３月６日 木
徳神、吉井、上砂田、
砂田、下砂田 9：30 ～ 16：00 ＪＡ山口大島農協

（周防大島支所）
吉兼、上北迫、下北迫、東北迫

３月７日 金
川地、羽越、石小田、先小田

9：30 ～ 16：00
中小田、和田

３月８日 土 ― ― ―
３月９日 日 ― ― ―

３月 10日 月
戸田（立石、皆地、赤石）

9：30 ～ 16：00 沖浦農村環境改善セ
ンター

戸田（中浜、下庄、西浜）

３月 11日 火
戸田（迎原、原定）

9：30 ～ 16：00
戸田（久保庄、坂本）

３月 12日 水
棟畑、屋代中村、奥村

9：30 ～ 16：00 屋代山泉センター
石原、樫原、自光寺

３月 13日 木
北一（西・中・東）

9：30 ～ 16：00 小松コミュニティー
センター

北二（西・中・東）

３月 14日 金
瀬戸、南一

9：30 ～ 16：00
南二、南三

３月 15日 土 ― ― ―
３月 16日 日 ― ― ―
３月 17日 月 （各班へ支援）

月・日 曜日 対象地区 相談時間 会場
２月 14日 木 （大島班および東和班へ支援）
２月 15日 金 （大島班および東和班へ支援）
２月 16日 土 ー ー ー
２月 17日 日 ー ー ー

２月 18日 月
白石

9：30 ～ 16：00 大崎公会堂
大崎

２月 19日 火 （大島班および橘班へ支援）
２月 20日 水 （大島班および橘班へ支援）

２月 21日 木
確定申告
旧久賀町全域

9：30 ～ 16：00
久賀総合センター
（２階大会議室）

２月 22日 金
山田下

9：30 ～ 16：00 山田公会堂
山田中

２月 23日 土 ー ー ー
２月 24日 日 ― ― ―
２月 25日 月 山田上 9：30 ～ 16：00 山田公会堂

２月 26日 火
前島 9：00 ～ 11：00 前島公民館
久保河内上 9：30 ～ 16：00

久楽会館
２月 27日 水

畑能庄
9：30 ～ 16：00

久保河内下

２月 28日 木
向町、仲町

9：30 ～ 16：00 久賀ふるさと館
（２階集会所）

八幡上、八幡下

２月 29日 金
洲崎、港町、戎町

9：30 ～ 16：00
上本町、本町、古町

３月１日 土 ー ー ー
３月２日 日 ー ー ー

３月３日 月
山下浜東１区

9：30 ～ 16：00
椋野北地区学習会館山下浜東２区、山下浜西１区

３月４日 火 山下浜西２区、西ケ原 9：30 ～ 16：00

３月５日 水
花田道面、平原大畑

9：30 ～ 16：00
椋野公民館

木屋原

３月６日 木
久保田中郷

9：30 ～ 16：00
大元

３月７日 金
向津原

9：30 ～ 16：00
久賀総合センター
（２階講義室）東下津原、東中津原

３月８日 土 ー ー ー
３月９日 日 ー ー ー

３月 10日 月
（東・西）天満町

9：30 ～ 16：00

久賀総合センター
（２階講義室）

西中津原、上津原

３月 11日 火
新開東、丸山

9：30 ～ 16：00新開西
３月 12日 水 中瀬田 9：30 ～ 16：00

３月 13 日 木
流田

9：30 ～ 16：00
佐古、庄地

３月 14日 金
宗光東

9：30 ～ 16：00
宗光西

３月 15日 土 ー ー ー
３月 16日 日 ー ー ー
３月 17日 月 （東和班へ支援）

◆旧久賀町域

◆旧大島町域

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

　

申
告
相
談
所
開
設
期
間
中
は
、
税
務
課
・

各
総
合
支
所
で
は
、
担
当
職
員
が
各
相
談
所

の
事
務
に
従
事
し
て
出
払
い
ま
す
の
で
、
通

常
の
税
務
業
務
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
申
告
書
の
提
出
の
受
付
や
簡
易
な
説
明

を
除
い
て
申
告
相
談
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
の

で
、
各
地
区
ご
と
に
開
設
す
る
申
告
相
談
所

に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

必
ず
町
県
民
税
等
の
申
告
書
を
提
出
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
確
定
申
告
を
し
た

方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
年
末
調
整
の
済
ん
だ

方
な
ど
は
町
県
民
税
等
の
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

な
お
申
告
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
各
種
申
請
に

必
要
な
所
得
証
明
な
ど
が
交
付
で
き
ま
せ
ん

し
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
の
軽
減
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
扶
養
の
認
定
、
年
金
の
裁

定
請
求
や
免
除
申
請
に
も
所
得
の
証
明
（
申

告
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

税
務
課
☎
７
４
‐
１
０
０
８

　

本
年
の
確
定
申
告
、
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
の
申
告
相
談
は
下
表
の
日
程

で
会
場
を
開
設
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
地
区
で
の
相
談
日
が
都
合

の
悪
い
方
は
、
ど
こ
か
お
近
く
の
相
談
所
に
日
程
を
ご
確
認
の
う

え
お
い
で
く
だ
さ
い
。
申
告
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
別
に
配
布
し

て
あ
る
「
申
告
案
内
（
申
告
書
付
き
）」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

各
会
場
で
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
務
申
告
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て



5 広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )1 月号

月・日 曜日 対象地区 相談時間 会場

２月 14日 木
小泊（東・東中・西中・天神） 9：30 ～ 16：00 小泊公民館
馬ケ原、黒谷 9：30 ～ 16：00 馬ケ原公民館

２月 15日 金
内入（東・西） 9：30 ～ 12：00 内入公民館
小伊保田 13：30～16：00 小伊保田公民館

２月 16日 土 ― ― ―
２月 17日 日 ― ― ―

２月 18日 月
和田（東泊・西泊）

9：30 ～ 16：00
和田公民館

和田（中泊）

２月 19日 火
和田（庄東）

9：30 ～ 16：00
和田（庄西・庄里）

２月 20日 水 （大島班および橘班へ支援）
２月 21日 木 情 9：30 ～ 14：30 情島公民館

２月 22日 金
確定申告
旧東和町全域

9：30 ～ 16：00
東和総合センター
（大ホール）

２月 23日 土 ― ― ―
２月 24日 日 ― ― ―

２月 25日 月
小積、大積、五条 9：30 ～ 12：00 海辺の家おつみ
神浦（東・西） 13：30～16：00 神浦公民館

２月 26日 火 （大島班へ支援）

２月 27日 水
地家室（西・中）

9：30 ～ 16：00 地家室公民館
地家室（郷・東）

２月 28日 木
佐連（東・中）

9：30 ～ 16：00 佐連会館
佐連（西）

２月 29日 金
沖家室（中・峠・刈山）

9：30 ～ 16：00 沖家室公民館
沖家室（岡・鼻・南）

３月１日 土 ― ― ―
３月２日 日 ― ― ―

３月３日 月
油宇（14区・15 区）

9：30 ～ 16：00
油宇公民館

油宇（13区・16 区）

３月４日 火
油宇（17区・18 区）

9：30 ～ 16：00
油宇（19 区）

３月５日 水
雨振、伊保田（３区・６区）

9：30 ～ 16：00 油田農村環境改善セ
ンター

伊保田（４区・５区）

３月６日 木
伊保田（７区・10区）

9：30 ～ 16：00
伊保田（８区・９区・11区）

３月７日 金
和佐（磯・東浜・東中浜）

9：30 ～ 16：00 和佐公民館
和佐（西浜・大西・郷）

３月８日 土 ― ― ―
３月９日 日 ― ― ―

３月 10日 月
森（水上・鹿老渡）、
平野（後園・祇園） 9：30 ～ 16：00 東和総合センター

（大ホール）
森（片上・盛浜・走出）

３月 11日 火
平野（塩屋・内浜・江口・鎌田）

9：30 ～ 16：00
平野（為栗・本平野・防河内）

３月 12日 水
船越（東・中）

9：30 ～ 16：00 船越公民館
船越（西）

３月 13日 木
伊崎、外入（西泊）

9：30 ～ 16：00 白木多目的共同利用
施設

外入（東泊・郷）

３月 14日 金
外入（下妙見・宮下）

9：30 ～ 16：00
外入（上妙見・西三下・東三下）

３月 15日 土 ― ― ―
３月 16日 日 ― ― ―

３月 17日 月
長崎（東・西）、下田中

9：30 ～ 16：00 西方公民館
西方、下田（東・西）

月・日 曜日 対象地区 相談時間 会場
２月 14日 木 （東和班へ支援）

２月 15日 金
土居（西上）

9：30 ～ 16：00 日良居出張所
土居（西下・西中）

２月 16日 土 ― ― ―
２月 17日 日 ― ― ―

２月 18日 月
土居（東上）

9：30 ～ 16：00

日良居出張所
土居（東中・東下）

２月 19日 火
日前浜（浜西・浜東）、長浜

9：30 ～ 16：00日前浜
（浜西中・浜中・日良居団地）

２月 20日 水
確定申告
旧橘町全域

9：30 ～ 16：00
橘総合センター
（集会室）

２月 21日 木 （久賀班へ支援）

２月 22日 金
樽見 8：40 ～ 10：40

浮島地区学習等供用
施設

江ノ浦 12：40～14：40 浮島漁村センター
２月 23日 土 ― ― ―
２月 24日 日 ― ― ―

２月 25日 月
西浦

9：30 ～ 16：00

橘総合センター
（集会室）

おれんじヒルズ、長天、田中

２月 26日 火
塩宇

9：30 ～ 16：00
真宮

２月 27 日 水
和戸

9：30 ～ 16：00
正分

２月 28 日 木
日前郷（貞広）

9：30 ～ 16：00
日前郷区民館

日前郷（大光寺）

２月 29日 金
日前郷（新屋上）

9：30 ～ 16：00
日前郷（新屋下）

３月１日 土 ― ― ―
３月２日 日 ― ― ―

３月３日 月
油良（西）

9：30 ～ 16：00 油良区民館
油良（西中・東中）

３月４日 火
油良（東）

9：30 ～ 16：00 油良区民館
油良（郷）

３月５日 水
秋（江頭・下開地）

9：30 ～ 16：00 秋老人憩いの家
秋（西開地・神田）

３月６日 木
吉浦 9：30 ～ 12：00 吉浦区民館
鹿家 13：30～16：00 鹿家地区農事集会所

３月７日 金
栄

9：30 ～ 16：00 安高地区農事集会所
安高

３月８日 土 ― ― ―
３月９日 日 ― ― ―
３月 10日 月 （各班へ支援）

３月 11日 火
原

9：30 ～ 16：00
原地区学習等供用施
設古城

３月 12日 水
三ツ松（東）

9：30 ～ 16：00 三ツ松区民館
三ツ松（中・西）

３月 13日 木
庄南

9：30 ～ 16：00 庄区民館
庄北、大泊

３月 14日 金
安下

9：30 ～ 16：00 安下区民館
源明、川間

３月 15日 土 ― ― ―
３月 16日 日 ― ― ―
３月 17日 月 （各班へ支援）

◆旧橘町域 ◆旧東和町域

　

平
成
19
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
お
よ
び
申
告

書
の
受
付
期
間
（
確
定
申
告
期
間
）
は

　

平
成
20
年
2
月
18
日
㈪
か
ら
３
月
17
日
㈪
ま
で

で
す
。

　

税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
・
祝
日
）
は
、
相
談
お

よ
び
窓
口
で
の
申
告
書
の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
書
は
郵
送
等
ま

た
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
還
付
申
告
の
方
は
、
平
成
20
年
２
月
15
日
㈮
以
前
で

も
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確定申告会場の開設日程
地区 開設日 相談時間 会場名

柳井税務署
管内全域

2月 18日㈪
～３月 17日㈪

9：00
～ 17：00 柳井税務署

周防大島町
旧橘町域
旧久賀町域
旧東和町域
旧大島町域

２月 20日㈬
２月 21日㈭
２月 22日㈮
２月 26日㈫

9：30
～ 16：00

橘総合センター
久賀総合センター
東和総合センター
大島文化センター

申告所得税・消費税の納税は
安全便利な口座振替をご利用ください。

　ご利用にあたっては、各税目ごとに「納付書送付依頼書・
預貯金口座振替依頼書」を作成し、納期限までに税務署ま
たは金融機関に提出していただく必要があります。すでに、
口座振替をご利用の方につきましては、新たに提出してい
ただく必要はありません。

柳
井
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
／
柳
井
税
務
署

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
０
２
７
７



6広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )1 月号

◆
久
賀
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

岡
崎
友
子
【
白
石
（
白
石
、
大
崎
）】

浜
野
佳
代
子
【
山
田
下
（
山
田
上
、
山
田
中
、

山
田
下
）】

浜
中
高
男
【
向
町
（
向
津
原
、
向
町
）】

久
保
田
勇
治
【
八
幡
上
（
八
幡
上
、
八
幡
下
、

仲
町
）】

浜
村
幸
一
【
洲
崎
（
洲
崎
、
港
町
、
戎
町
）】

山
田
松
幸
【
本
町
（
上
本
町
、本
町
、古
町
）】

金
本　

豊
【
東
下
津
原
（
東
天
満
町
、
西
天

満
町
、
東
下
津
原
）】

鶴
田
聡
子
【
東
中
津
原
（
東
中
津
原
、
西
中

津
原
）】

西
田　

薫
【
久
保
河
内
上
（
久
保
河
内
上
、

久
保
河
内
下
、
畑
能
庄
）】

川
田
俊
雄
【
新
開
西
（
新
開
東
、
新
開
西
）】

小
泉
作
一
【
中
瀬
田
（
中
瀬
田
、
上
津
原
）】

岡
本
尚
子
【
流
田
（
丸
山
、
流
田
、
佐
古
）】

山
村
美
代
子
【
庄
地
（
宗
光
東
、
宗
光
西
、

庄
地
）】

山
中
美
代
子
【
前
島
（
前
島
）】

岡
本
静
江
【
久
保
田
中
郷
（
久
保
田
中
郷
、

花
田
道
面
、
平
原
大
畑
）】

原　
　

清
【
大
元
（
山
下
浜
東
１
区
、
大
元
、

木
屋
原
）】

河
村　

勤
【
山
下
浜
西
２
区
（
山
下
浜
西
１

区
、
２
区
、
山
下
浜
東
２
区
、
西
ヶ
原
）】

◆
主
任
児
童
委
員

岡
本
清
弘
【
宗
光
西
（
久
賀
地
区
全
域
）】

大
洲
昭
子
【
東
天
満
町
（
久
賀
地
区
全
域
）】

◆
大
島
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

岡
本
頼
之【
中
塚（
東
浜
北
、東
浜
南
、中
塚
）】

田
村
泰
成
【
小
山
田
北
（
前
港
、
後
港
、
小

山
田
北
、
小
山
田
南
）】

田
村
恵
子
【
流
東
（
流
東
、
流
西
、
小
平
）】

西
村
和
徳
【
蔵
本
（
蔵
本
、
明
神
松
東
、
明

神
松
西
）】

松
村
和
敏【
三
蒲
中
村（
西
の
郷
、三
蒲
中
村
、

新
屋
敷
、
西
田
）】

楠　

歳
幸
【
自
光
寺
（
棟
畑
、
屋
代
中
村
、

奥
村
、
石
原
、
樫
原
、
自
光
寺 

）】 

木
元
雅
洋
【
原
（
神
領
、中
、原
、田
中
、銅
）】

吉
永
明
代
【
吉
井
（
徳
神
、
吉
井
、
吉
兼
、

郷
の
坪
）】

桐
元
一
成
【
東
北
迫
（
上
砂
田
、
砂
田
、
下

砂
田
、
川
地
、
羽
越
、
上
北
迫
、
下
北
迫
、

東
北
迫
）】

村
田
満
晴
【
和
田
（
中
小
田
、
和
田
、
屋
代

中
田
）】

山
村
敦
子
【
北
一
東
（
瀬
戸
、
北
一
西
、
北

一
東
）】

田
中
悦
子
【
南
一
（
笠
佐
、
南
三
、
南
二
、

南
一
）】

佐
藤
春
夫
【
明
新
（
明
新
、
新
開
）】

池
田　

明
【
安
迫
（
安
迫
、
水
車
、
砂
堀
、

小
方
）】

福
田
み
ち
ゑ
【
五
反
田
（
松
ヶ
崎
、
金
屋
、

唐
樋
、
五
反
田
）】

串
元
和
子
【
郷
串
（
郷
串
、
浜
西
）】

中
村
節
子【
浜
東（
浜
東
、上
湯
所
、下
湯
所
）】

川
本　

弘
【
家
房
原
（
大
東
、久
保
、家
房
原
、

割
石
）】

西
村
俊
幸
【
明
神
（
川
窪
、中
開
地
、天
神
東
、

明
神
、
追
通
）】

珠
山
知
子
【
中
浜
（
赤
石
、
中
浜
、
迎
原
、

原
定
）】

宮
本　

明
【
西
浜
（
久
保
庄
、
下
庄
、
坂
本
、

西
浜
）】

原
田
雅
子
【
森
添
（
森
添
、
大
歳
、
塩
田
）】

中
原
正
人
【
塩
町
（
浜
、
塩
町
）】

大
迫
美
夫
【
里
（
奥
田
中
、
木
原
、
里
）】

◆
主
任
児
童
委
員

庄
田
順
子
【
新
開
（
大
島
地
区
全
域
）】

◆
東
和
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

礒
元
茂
子
【
情
（
情
１
区
）】

岡
本
良
夫
【
雨
振
（
雨
振
２
区
）】

矢
野
朝
子
【
伊
保
田
４
区
（
伊
保
田
３
区
、

４
区
、
５
区
）】

岸
田
邦
子
【
伊
保
田
９
区
（
伊
保
田
６
区
、

７
区
、
８
区
、
９
区
の
一
部
）】

西
山
和
代
【
伊
保
田
10
区
（
伊
保
田
９
区
の

一
部
、
10
区
、
11
区
）】

西
村
満
三
【
小
伊
保
田
（
伊
保
田
12
区
）】

石
崎
克
彦
【
油
宇
19
区
（
油
宇
18
区
、19
区
）】

福
田
公
子
【
油
宇
16
区
（
油
宇
15
区
、
16
区
、

17
区
）】

石
橋
ヒ
ロ
ミ
【
油
宇
18
区
（
油
宇
13
区
、
14

区
）】

長
尾
玲
子
【
馬
ヶ
原
（
馬
ケ
原
20
区
）】

村
上
文
朗
【
和
田
庄
東
（
和
田
東
泊
、
西
泊
、

中
泊
）】

沖
手
昭
夫
【
和
田
庄
東
（
和
田
庄
里
、
庄
西
、

庄
東
）】

秋
本　

悟
【
内
入
東
（
内
入
全
域
）】

中
山　

勉
【
小
泊
天
神
（
小
泊
全
域
）】

山
崎　

正
【
和
佐
磯
（
和
佐
磯
、
東
浜
、
東

中
浜
）】

松
田
正
則
【
和
佐
大
西
（
和
佐
郷
、
大
西
、

西
浜
）】

尾
崎
健
治
【
神
浦
東
（
神
浦
全
域
）】

矢
野　

泉
【
森
鹿
老
渡
（
森
全
域
）】

杉
山
信
正
【
平
野
祇
園
（
平
野
後
園
、
祇
園
、

鎌
田
、
塩
屋
、
内
浜
）】

石
崎　

稔【
平
野
為
栗（
平
野
江
口
、本
平
野
、

為
栗
、
防
河
内
）】

金
本
幸
雄
【
小
積
（
小
積
全
域
）】

川
岡
善
三
【
大
積
（
大
積
全
域
）】

丸
一
治
郎
【
長
崎
東
（
西
方
、
長
崎
）】

浜
福
守
真
【
下
田
中
（
下
田
全
域
、
白
寿
苑

含
む
）】

大
丸
栄
子
【
船
越
東
（
船
越
全
域
）】

松
江
新
一
【
外
入
下
妙
見
（
外
入
上
妙
見
、

下
妙
見
、
宮
下
）】

山
西
久
雄
【
外
入
西
三
下
（
外
入
東
三
下
、

西
三
下
、
郷
）】

田
中
キ
ミ
子
【
外
入
東
泊
（
外
入
西
泊
、
東

泊
）】

叶
井
和
夫
【
伊
崎
（
伊
崎
全
域
）】

浅
原　

豊
【
地
家
室
中
（
地
家
室
全
域
）】

（
平
成
19
年
12
月
１
日
付
け
、
敬
称
略
、
任
期
：
平
成
22
年
11
月
末
）

新
し
い
周
防
大
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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訪
問
看
護
は
ど
ん
な
人
が
受
け

ら
れ
る
の
？

　

疾
病･

障
害
を
も
ち
、
療
養
を
し
な
が

ら
ご
家
庭
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
。

　

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
ご
家
族

の
相
談
・
支
援
も
し
ま
す
。

　

ご
利
用
は
医
療
保
険
、
ま
た
は
介
護

保
険
に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

訪
問
看
護
っ
て
何
を
し
て
く
れ

る
の
？

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
と
連
絡
を
と
り
、

心
身
の
状
態
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
ケ

ア
を
行
い
ま
す
。

・
健
康
状
態
の
観
察
と
助
言

・
日
常
生
活
の
看
護
（
清
拭
・
洗
髪
・
食
事
・

排
泄
の
介
助
等
）

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
療
養
の
支
援
（
服
薬
指
導
・
管
理
、
床

ず
れ
、
創
部
の
処
置
、
主
治
医
の
指
示

に
よ
る
処
置
等
）

・
療
養
環
境
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
住
宅

改
修
、
福
祉
用
具
導
入
の
ア
ド
バ
イ
ス
）

・
介
護
者
の
相
談

・
終
末
期
の
看
護

訪
問
看
護
を
行
っ
て
い
る
機
関

は
？

　

町
内
に
は
２
つ
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

○
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
お
し
ま

　
（
看
護
師
４
名
勤
務
）

　

小
松
１
２
５
‐
２　

☎
７
９
‐
２
０
３
１

○
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
ち
ば
な

（
看
護
師
３
名
、
作
業
療
法
士
１
名
勤
務
）

　

西
安
下
庄
３
９
２
０
‐
１
７

☎
７
７
‐
０
１
８
５

　

詳
し
く
は
、
各
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

訪
問
看
護
は
、
看
護
師
等
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
療
養
の

ご
相
談
・
お
手
伝
い
や
、
主
治
医
の
指
示
、
連
携
の
も
と
に

医
療
的
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

在
宅
で
療
養
し
て
ゆ
く
皆
様
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
そ
の
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
希
望
を
最
大
限

に
実
現
し
て
い
け
る
よ
う
に
。

　

看
護
師
な
ら
で
は
の
知
識
と
技
術
、
そ
し
て
『
よ
り
よ
い
く
ら
し
の
た
め
に
少
し
で

も
お
役
に
立
ち
た
い
！
』
と
い
う
真
心
を
も
っ
て
、
療
養
生
活
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
訪
問
看
護
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

Ｑ１

Ｑ３

Ｑ２

浜
田
真
一
【
佐
連
中
（
佐
連
全
域
）】

石
丸
良
雄
【
沖
家
室
刈
山
（
沖
家
室
鼻
、岡
）】

戎
崎
幸
夫
【
沖
家
室
峠
（
沖
家
室
刈
山
、峠
）】

◆
主
任
児
童
委
員 

桑
野
ふ
じ
枝
【
伊
保
田
５
区
（
東
和
地
区
全

域
）】

古
田
紹
雄
【
外
入
宮
下
（
東
和
地
区
全
域
）】

◆
橘
地
区
【
住
所
（
担
当
地
区
）】

星
出
チ
セ
コ
【
鹿
家
（
鹿
家
）】

村
川
照
敏
【
栄
（
栄
）】

松
野
俊
秀
【
安
高
（
安
高
）】

浦
上
卓
三
【
原
（
原
）】

岩
田
ま
ゆ
み
【
原
（
原
）】

村
谷
照
子
【
古
城
（
古
城
）】

網
本
美
知
子
【
和
戸
（
和
戸
）】

天
河
都
子
【
和
戸
（
和
戸
）】

福
井
克
雄
【
塩
宇
（
塩
宇
）】

岡
本
進
之
【
西
浦
（
西
浦
）】

吉
村
光
枝
【
真
宮
（
真
宮
）】

松
岡
幸
子
【
正
分
（
正
分
、
お
れ
ん
じ
ヒ
ル

ズ
）】

安
本
明
代
【
安
下
（
長
天
、
安
下
）】

大
野
郁
夫
【
川
間
（
源
明
、
川
間
、
田
中
）】

大
原
智
津
子
【
三
ツ
松
東
（
三
ツ
松
東
）】

河
崎
十
祈
男
【
三
ツ
松
中
（
三
ツ
松
中
）】

松
岡
彩
子
【
三
ツ
松
西
（
三
ツ
松
西
）】

足
立
真
澄
【
庄
北
（
庄
南
、
庄
北
）】

西
本
新
治
【
大
泊
（
大
泊
）】

伊
東
喜
美
子
【
吉
浦
（
吉
浦
、
江
頭
）】

佐
本　

求【
神
田（
下
開
地
、西
開
地
、神
田
）】

広
津
加
代
子
【
貞
広
（
貞
広
、
大
光
寺
）】

杉
原
信
夫
【
新
屋
上
（
新
屋
上
、
新
屋
下
）】

中
原　

忍
【
浜
西
（
長
浜
、浜
西
、浜
西
中
）】

大
田
豊
子
【
浜
東
（
浜
中
、
浜
東
、
日
良
居

団
地
）】

浜
本
恭
子
【
土
居
西
中
（
土
居
西
上
、
西
下
、

西
中
）】

小
村
忠
士
【
土
居
東
上
（
土
居
東
中
、
東
上
、

東
下
）】

久
保
昭
男
【
油
良
西
中
（
油
良
西
、
西
中
）】

平
井
希
彦
【
油
良
東
（
油
良
東
、東
中
、郷
）】

山
根
敏
美
【
江
ノ
浦
東
（
江
ノ
浦
）】

岡
田
悦
子
【
樽
見
（
樽
見
）】

◆
主
任
児
童
委
員

正
木
能
婦
子
【
真
宮
（
橘
地
区
全
域
）】

安
本
幸
子
【
安
下
（
橘
地
区
全
域
）】

※
な
お
、
一
部
決
ま
っ
て
い
な
い
地
区
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
は
常
用
漢
字
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。表

彰

◆
社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す
る

　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

村
川　

照
敏
さ
ん
（
栄
）

　
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は

75
歳
未
満
に

　
　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
（
被
保
険

者
）
は
、
75
歳
未
満
の
人
で
す
。

　

75
歳
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
65

歳
）
に
な
る
と
新
た
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国

民
健
康
保
険
か
ら
外
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は

３
区
分
化
で
課
税

　
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

（
被
保
険
者
）
を
対
象
に

①
医
療
保
険
分

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
（
新
設
）

③
介
護
保
険
分
（
40
歳
か
ら
64
歳
の
人

の
み
）

①
〜
③
の
３
つ
の
合
計
額
が
、
国
民
健

康
保
険
税
と
し
て
世
帯
主
に
課
税
さ
れ

平
成
20
年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が
変
わ
り
ま
す
。

ま
す
。

※
な
お
、
税
率
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
税
は

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
に

　　

世
帯
主
を
含
む
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
員
全
員
が
65
歳
か
ら

75
歳
未
満
で
、
次
の
２
つ
の
条
件
を
満

た
す
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯

主
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

と
な
り
ま
す
。

①
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金

を
も
ら
っ
て
い
る
場
合

②
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康

保
険
税
の
合
計
額
が
年
金
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
場
合

※
①
②
以
外
の
場
合
は
、
い
ま
ま
で
ど

お
り
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

４月 ６月 ８月 10月 12 月 翌年２月
仮徴収 本徴収

前年度の国保税をもとに納付

前年の所得等をもとに年間の国
保税を算出。年間国保税から４
月・６月・８月に仮徴収された
国保税を除いた金額を 10 月・
12月・２月の３回に分けて納付。

※介護保険料が天引きされている年金から天引きされます。

　

国
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
医
療
給
付
費
の
伸
び
と
国
民
の
負
担
と
の
均
衡
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18
年
６
月
に
「
医
療

制
度
改
革
関
連
法
」を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

現
行
の
老
人
保
健
法
に
か
わ
り
新
た
に
独
立
し
た
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
制
度
も
大
幅
に
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
に
係
る
主
な
改
正
点
は
次
の

３
点
で
す
。

世帯主（国保）72歳、
妻（国保）68歳の場合

例
１

世帯主（国保）72歳、
妻（国保）63歳の場合

例
２

世帯主（後期高齢、擬制世帯主）78歳、
妻（国保）68歳の場合

例
３

世帯主（社保、擬制世帯主）72歳、
妻（国保）69歳の場合

例
４

世帯主（国保）72歳、妻（国保）68歳、
子（国保）40歳の場合

例
５

世帯主（国保）72歳、妻（国保）68歳、
子（社保）41歳の場合

例
６

特別徴収

普通徴収

普通徴収

普通徴収

普通徴収

特別徴収

◆問い合わせ／税務課
☎７４‐１００８　　
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　現在、米国は、テロなどの新たな脅威に即応で
きる態勢づくりなどのため、世界に展開している
米軍の再編を進めています。在日米軍再編は、こ
の世界規模で進められている米軍再編の一環であ
り、岩国飛行場も、この再編と深く関わっています。
　今月号からシリーズで、Ｑ＆Ａ方式により、岩
国飛行場の再編およびこれに伴う再編交付金につ
いてお知らせします。

Ａ　在日米軍の再編は、抑止力の維持を図りつつ、
米軍基地が集中する沖縄をはじめとする基地周辺
の負担を軽減するため、在日米軍や自衛隊の配置
等を見直すためのものです。

Ａ　平成 18 年５月１日に日米安全保障協議委員
会において「再編実施のための日米のロードマッ
プ」が承認され、岩国飛行場に関して主なものは、
以下のとおりとなっています。
厚木飛行場から岩国飛行場への空母艦載機の移駐
等（抜粋）
●空母艦載機部隊である第５空母航空団（59 機）
を、2014 年までに厚木飛行場から岩国飛行場に
移駐
●海上自衛隊の航空機（17機）を岩国飛行場から
厚木飛行場へ移駐
●普天間飛行場のＫＣ－１３０（12機）は、岩国
飛行場を拠点（訓練および運用のため、海自鹿屋
基地およびグアムの米軍基地に定期的にローテー
ションで展開）
●海兵隊ＣＨ－ 53 Ｄ（８機）は、岩国飛行場か
らグアムに移転
●将来の民間航空施設の一部が岩国飛行場に設け
られる。

Ａ　平成 18年５月 30日に、在日米軍再編を実施
するため、必要な措置をとる政府方針を正式に決
めるための閣議決定の内容は以下のとおりです。
（抜粋）
●再編関連措置については、ロードマップに示さ
れた実施時期を踏まえ、着実に実施する。
●再編関連措置を実施する際に、地元地方公共団
体において新たな負担を伴うものについては、か
かる負担を担う地元地方公共団体の要望に配慮し、
わが国の平和と安全への大きな貢献にこたえるよ
う、地域振興策等の措置を実施する。

Ａ　在日米軍の再編による平和と安全の利益は、
国民が等しく受けますが、そのための負担は一部
の地域が負うことになります。
　再編交付金は、負担を受け入れる市町村が、公
共用の施設の整備その他住民の利便性の向上など
の事業を行うために交付されるものです。

Ａ　本町では、平成 19年度から平成 30年度まで
の 12年間で、約 16億円を見込んでいます。今年
度については、4,937 万７千円の内示を受けてい
ます。

Ａ　少子化が進む本町において、子どもを育てや
すい環境を整備するため、全町的に早期に事業効
果が見込める小学１年生から小学６年生までの医
療費の無料化を図る「ちびっ子医療費助成制度」
を実施するための基金を、平成 19 年度再編交付
金 4,937 万７千円により造成することが 12 月議
会で議決されました。
　ちびっ子医療費助成制度は、原油の高騰などに
より、住民生活への影響が出ている中で、医療費
の負担を軽減することにより、子育て世代を応援
し、若者が住みやすい町を目指すもので、事業期
間は、平成 20年度から平成 24年度までの５年間
としています。
※ちびっ子医療費助成制度は、小学 1年生から 6
年生までの父母の市町村民税所得割の額が、13
万６千７百円を超えないものとする所得制限があ
ります。

Ｑ　在日米軍再編は、なぜ必要なのですか？

Ｑ　岩国飛行場の具体的な再編の内容は？

Ｑ　日本政府による在日米軍再編の実施方針の
　　閣議決定の内容は？

Ｑ　なぜ、再編交付金が交付されるのですか？

Ｑ　周防大島町には、いくら交付されるのですか？

Ｑ　平成 19年度の再編交付金の活用方法は？

◆問い合わせ／総務課☎７４‐１０００

在日米軍の再編と
再編交付金について
お知らせします



10広報すおう大島 平成 20 年 ( 2008 年 )1 月号

　

12
月
23
日
、
年
末
恒
例
の
大

島
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
第
61
回
と
な
る

大
会
で
は
一
般
の
部
と
高
校
の

部
の
第
一
区
走
者
が
久
賀
庁
舎

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
前
日

か
ら
の
雨
も
あ
が
り
、
暖
か
い

朝
と
な
っ
た
大
島
の
８
区
間
を

タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
駆
け
抜
け

ま
し
た
。

　

第
61
回
中
学
校
男
子
駅
伝
、

第
25
回
女
子
駅
伝
は
逗
子
ケ
浜

を
ス
タ
ー
ト
し
、
久
賀
ま
で
の

６
区
間
で
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。

冬
の
大
島　

タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ

　

１
月
５
日
、
久
賀
総
合
セ
ン

タ
ー
で
周
防
大
島
町
消
防
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
っ
て
、

久
賀
支
部
団
が
商
店

街
で
観
閲
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
約

２
２
０
名
の
消

防
団
員
が
出
席

し
、
防
災
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

手
づ
く
り
門
松
で
お
正
月

　

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
12
月
22
日
、
ミ
ニ
門

松
づ
く
り
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
か
ら
20
人
が

参
加
し
、
松
や
竹
、
梅
、
南
天
な
ど
を
使
っ
て
、
高
さ
40

〜
50
セ
ン
チ
の
ミ
ニ
門
松
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は｢

手
づ
く
り
の
門
松
は
既
製
品
に
は

な
い
味
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
毎
年
つ
く
り
た
い｣

と
話

し
て
い
ま
し
た
。

周防大島町出初式

三蒲中継所

久賀をスタート
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平成 19 年度　成人式

久
賀
地
区

大
島
地
区

東
和
地
区

橘
地
区
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お知らせ１月

募
集

平
成
20
年
度
保
育
所
（
園
）

の
園
児
募
集

■
保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準
／

　

母
親
が
仕
事
に
従
事
し
て
い
る

　

場
合
や
出
産
、
病
気
、
心
身
障

　

害
あ
る
い
は
家
族
の
病
人
介
護

　

等
で
充
分
な
保
育
を
家
庭
で
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
。

■
申
し
込
み
・
手
続
き
／

　

入
所
申
込
書
等
は
役
場
福
祉
課

　

・
各
総
合
支
所
・
各
出
張
所
・

　

各
保
育
所
（
園
）
に
備
え
付
け

　

て
あ
り
ま
す
。

■
添
付
書
類
／

・
家
庭
内
お
よ
び
家
庭
外
で
仕
事

に
従
事
し
て
い
る
証
明
（
就
労
証

明
）

・
出
産
前
後
の
場
合
は
母
子
手
帳

の
写
し

・
病
気
看
護
の
場
合
は
診
断
書

・
給
与
所
得
者
の
場
合
は
平
成
19

年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し

・
確
定
申
告
の
場
合
は
平
成
19
年

分
の
確
定
申
告
書
の
写
し

■
受
付
期
限
／
2
月
29
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
／

　

福
祉
課
☎
７
７
‐
５
５
０
５

認
知
症
予
防
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
（
支
援
者
）
募
集

　

認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
教

室
）
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
教

室
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
支
援
者
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
／

①
町
内
在
住
の
60
歳
未
満
の
方

②
次
の
養
成
講
座
を
全
日
程
受
講

で
き
る
方

③
養
成
講
座
修
了
後
、
認
知
症
予

防
の
支
援
者
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

■
活
動
内
容
／

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
認
知
症

　

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
の
支

　

援
■
募
集
人
員
／
20
名
程
度

※
養
成
講
座
修
了
者
の
中
か
ら

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
選
考
し
ま

す
。

■
活
動
期
間
／

　

６
月
〜
９
月
の
４
か
月
間　

　

週
1
回　

2
時
間
程
度

■
募
集
期
間
／

　

１
月
15
日
㈫
〜
２
月
15
日
㈮

Ｑ　裁判員は、法廷で
何をするのですか？

裁判員制度Ｑ＆Ａ

Ａ　裁判官と一緒に審理に出席していただきます。
　裁判員は、裁判官と一緒に、公開の法廷での刑事事
件の審理（これを「公判」といいます。）に出席します。
公判では、証拠として提出された凶器などの物や書類
を取り調べるほか、証人や被告人に対する質問が行わ
れます。裁判員も、証人や被告人に質問することがで
きます。また、裁判員制度での審理は、法律実務の専
門家でない皆さんに参加していただくために、裁判員
の方にできる限り負担のかからないような工夫がなさ
れます。例えば、争点の判断に必要な証拠を厳選して
証拠調べを行うなど、できる限り法定での審理を見た
り聞いたりするだけで事件の内容を理解できるように
工夫された審理が行われます。

【
退
職
】（
所
属
）

◆
岡
原
由
利
（
大
島
教
育
支
所
）

　
（
12
月
１
日
付
け
）

◆
池
村
福
太
郎
（
生
活
衛
生
課
）

　
（
12
月
10
日
付
け
）

◆
川
野
一
郎
（
税
務
課
）

　
（
12
月
31
日
付
け
）

■
募
集
方
法
／

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

　

号
を
明
記
し
、
８
０
０
字
（
原

　

稿
用
紙
2
枚
程
度
）
の
参
加
希

　

望
理
由
ま
た
は
地
域
で
の
取
り

　

組
み
等
を
健
康
増
進
課
へ
持
参

　

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
増
進
課

　
（
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
内
）

　

周
防
大
島
町
西
安
下
庄

☎
７
７
‐
５
５
０
４

フ
ァ
ッ
ク
ス

　

７
７
‐
５
１
１
１

町
職
員
の
異
動

◆
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　

養
成
講
座
に
つ
い
て

○
日
時
／

　

２
月
末
〜
３
月
上
旬
の
う
ち

　

４
日
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
場
所
／

　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ

　

ー
（
小
松
、
周
防
大
島
町
役

　

場
大
島
庁
舎
隣
り
）

○
内
容
／

　
「
認
知
症
に
つ
い
て
」「
認
知

　

症
予
防
の
方
法
と
予
防
活
動

　

の
実
践
」
等
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お知らせ１月

相
談

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
２
月
４
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。　

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会

　

柳
井
地
域
で
は
、
山
口
県
、
法

テ
ラ
ス
山
口
と
の
共
催
に
よ
り
弁

護
士
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

※
柳
井
地
域
・
・
・
柳
井
市
、
平

生
町
、
田
布
施
町
、
上
関
町
、
周

防
大
島
町

■
開
催
日
時
／

　

２
月
15
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

２
月
16
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
開
催
場
所
／

　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

　
（
柳
井
市
体
育
館
横
）

■
相
談
内
容
／

　

多
重
債
務
お
よ
び
民
事
一
般
の

　

相
談

■
相
談
定
員
／

　

15
日
（
12
名
）、
16
日
（
12
名
）

■
申
込
方
法
／

　

事
前
に
電
話
で
予
約
す
る

■
予
約
受
付
期
間
／

　

１
月
22
日
㈫
か
ら
定
員
に
達
す

　

る
日
ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
予
約
先
／

　

山
口
県
県
民
生
活
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
０
８

　

ま
た
は
町
商
工
観
光
課

☎
７
９
‐
１
０
０
３

※
多
重
債
務
に
つ
い
て
の
相
談
先

等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
当
日
電
話

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
た
だ

し
、
弁
護
士
に
よ
る
対
応
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。）
当
日
☎
０
８
２
０

（
２
２
）
２
１
２
０
（
臨
時
電
話
）

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

■
日
時
／

　

２
月
２
日
㈯
、
３
月
１
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号
／

　

０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
内
容
／

　

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀

　

行
等
へ
の
月
々
の
返
済
で
お
困

　

り
の
方
に
、
具
体
的
な
問
題
解

　

決
に
向
け
た
債
務
整
理
手
続
き

　

の
紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
０
８
３
５
（
２
２
）
６
５
３
３

【
相
談
】

　

３
日
前
、
友
人
に
誘
わ
れ
て

着
物
の
展
示
会
に
行
っ
た
。
販

売
員
に
取
り
囲
ま
れ
、
着
物
や

宝
石
を
次
々
と
勧
め
ら
れ
、
断

り
切
れ
ず
に
契
約
を
し
た
が
、

高
額
な
買
い
物
を
し
た
こ
と
を

後
悔
し
て
い
る
。
解
約
し
た
い
。

【
処
理
】

　

展
示
会
場
で
着
物
等
を
契
約

す
る
ま
で
の
状
況
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
特
定
商
取
引
法
の
訪

問
販
売
に
該
当
す
る
の
で
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
を
助

言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

｢

見
る
だ
け
で
い
い
か
ら｣

と

誘
わ
れ
着
物
の
展
示
会
に
出
か

け
た
と
こ
ろ
、
販
売
員
に
取
り

囲
ま
れ
る
な
ど
、
強
引
に
高
額

な
呉
服
や
貴
金
属
を
契
約
さ
せ

ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
、
高
齢

の
女
性
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
度
契
約
す
る
と
繰
り
返

し
勧
誘
を
受
け
、
契
約
総
額
が

高
額
と
な
り
、
老
後
の
蓄
え
を

失
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
生
活
を

脅
か
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　

展
示
会
場
で
何
人
も
の
販
売

員
に
囲
ま
れ
、
自
由
に
商
品
を

選
べ
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
特

定
商
取
引
法
の
訪
問
販
売
に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
販
売
に
該
当
す
れ
ば
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
て
８
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、８
日
間
が
過
ぎ
て
も
、

契
約
時
に
何
度
も
「
契
約
し
な

い
。
帰
り
た
い
」
と
の
意
思
表

示
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
し
つ
こ
く
勧
誘
し
て
契
約

さ
せ
ら
れ
た
場
合
な
ど
は
、
そ

の
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

展
示
会
場
の
華
や
か
な
雰
囲

気
に
惑
わ
さ
れ
契
約
し
が
ち
で

す
が
、
本
当
に
必
要
な
商
品
か

ど
う
か
、
慎
重
に
対
応
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

か
し
こ
い
消
費
者

展
示
会
で
の
呉
服
販
売
ト
ラ
ブ
ル

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

テ
ー
マ
別
介
護
講
座
（
後
期
）

■
日
時
／

・
第
１
回　

２
月
19
日
㈫

　
「
体
位
変
換
と
姿
勢
保
持
」

・
第
２
回　

２
月
27
日
㈬

　
「
移
乗
介
護
の
方
法
」

・
第
３
回　

３
月
４
日
㈫

　
「
身
体
の
清
潔
介
護
」

・
第
４
回　

３
月
13
日
㈭

　
「
着
脱
介
護
の
方
法
」

・
第
５
回　

３
月
17
日
㈪

　
「
ま
と
め
」

※
時
間
は
午
後
１
時
〜
４
時

■
開
催
場
所
／

　

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

　

及
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
方
法
／

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
、
２
月
７
日
㈭
ま
で

　

に
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵
送
ま
た
は

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

　

及
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
‐
２
３
０
０
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お知らせ１月

お
知
ら
せ

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
・
火
災
報
知
器
修
理

の
た
め
、
東
和
図
書
館
を
休
館
し

ま
す
。

■
期
間
／

　

１
月
21
日
㈪
〜
１
月
30
日
㈬

※
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
返
却

ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
東
和
図
書
館

☎
７
８
‐
０
６
２
９

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制

度
の
ご
案
内

　

山
口
県
で
は
母
子
家
庭
の
母
親

ま
た
は
寡
婦
の
方
が
扶
養
し
て
い

る
お
子
様
が
、
入
学
や
就
職
の
際

に
必
要
な
経
費
や
入
学
後
に
か
か

る
修
学
費
に
つ
い
て
無
利
子
で
貸

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
資
金
は
就
学
支
度
資
金
・

修
学
資
金
・
修
業
資
金
・
就
職
支

度
資
金
で
す
。
資
金
の
貸
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
東
部
社
会
福
祉

事
務
所
・
母
子
寡
婦
福
祉
係
（
☎

７
９
‐
０
１
３
８
）
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
資
金
名
お
よ
び
貸
付
額
／

※
高
校
に
つ
い
て
は
自
宅
通
学
を

対
象
と
す
る
。

○
就
学
支
度
資
金

・
高
校
公
立　

７
万
５
千
円

・
高
校
私
立　

41
万
円

・
大
学
・
短
大
国
公
立　

38
万
円

・
大
学
・
短
大
私
立　

59
万
円

○
修
学
資
金　
　
　

・
高
校
公
立　

１
万
８
千
円

・
高
校
私
立　

３
万
円

・
短
大
国
公
立　

５
万
１
千
円

・
短
大
私
立　

６
万
円

・
大
学
国
公
立　

５
万
１
千
円

・
大
学
私
立　

６
万
４
千
円

○
修
業
資
金

　
（
修
業
期
間
３
年
以
内
）

　

月
額　

５
万
円

○
就
職
支
度
金
（
母
子
家
庭
の
み
）

　

10
万
円

■
必
要
な
書
類
／

・
母
と
子
の
戸
籍
謄
本

・
住
民
票
（
記
載
事
項
が
省
略
さ

れ
て
い
な
い
も
の
）

・
そ
の
他
、
貸
付
資
金
ご
と
に
必

要
と
な
る
書
類

■
問
い
合
わ
せ
／

　

東
部
社
会
福
祉
事
務
所

　
（
大
島
分
室
）

　

母
子
寡
婦
福
祉
係

☎
７
９
‐
０
１
３
８

柳井港発 伊保田港発 三津浜港着
00：30 01：49 03：00
07：10 08：29 09：40
12：40 13：59 15：10
18：25 19：44 20：55

　

ま
た
、「
し
ら
き
さ
ん
」
ド
ッ
ク

の
た
め
、
２
月
28
日
㈭
伊
保
田
港

発
の
０
時
９
分
三
津
浜
行
き
か
ら

３
月
７
日
㈮
０
時
９
分
三
津
浜
行

き
の
便
ま
で
運
休
と
な
り
、
伊
保

田
港
に
は
寄
港
し
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
松
山
フ
ェ
リ
ー
株
式

　

会
社

☎
７
５
‐
１
５
７
５ 三津浜港発 伊保田港発 柳井港着

03：40 04：56 06：10
09：50 11：06 12：20
15：20 16：36 17：50
21：30 22：46 00：00

伊
保
田
港
フ
ェ
リ
ー
発
着
時

刻
の
変
更
に
つ
い
て

　

広
報
12
月
号
で
伊
保
田
港
発
着

の
フ
ェ
リ
ー
の
時
刻
変
更
と
ド
ッ

ク
に
よ
る
運
休
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
再
度
次
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
11
日
㈪
か
ら
２
月
27
日
㈬

の
期
間
に
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
さ
れ

る
方
は
次
の
時
刻
表
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
排
水
設
備
工
事
は
お
済
み
で
す
か

　

台
所
、
風
呂
場
や
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
汚
水
を
、
下
水
道
へ
排

除
す
る
た
め
の
宅
地
内
の
排
水
管
や
枡
な
ど
を
排
水
設
備
と
い
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
は
、
個
人
の
負
担
で
つ
く
り
、
管
理
し
て
い
た
だ
く
私
設
の

下
水
道
で
、
個
人
の
大
切
な
財
産
で
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
で
は
、
３
年
以

内
に
水
洗
便
所
へ
の
改
造
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
台
所
や
風
呂
場
な

ど
か
ら
で
る
汚
水
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
排
水
設
備
工
事
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で

　

周
防
大
島
町
で
は
、
排
水
設
備
工
事
に
必
要
な
専
門
的
な
知
識
と
技
術

を
持
っ
た
技
術
者
を
登
録
し
、
こ
の
技
術
者
の
い
る
工
事
店
を
、
排
水
設

備
「
指
定
工
事
店
」
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
排
水
管
の
布
設
や
ト
イ

レ
の
改
造
工
事
は
、
正
し
く
行
わ
れ
な
い
と
配
管
が
詰
ま
っ
た
り
、
故
障

の
原
因
と
な
っ
た
り
し
て
、
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
、
下
水
道
の
機
能

に
も
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
必
ず
「
指
定
工

事
店
」
で
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
に
つ
い
て

　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
新
規
指
定
の
募
集
を
２
月
中
に
行
い
ま
す
。

３
月
に
審
査
し
、
4
月
１
日
に
指
定
し
、
排
水
設
備
工
事
が
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
、
今
回
の
募
集
し
か
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

期
間
内
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
更
新
に
つ
い
て

　

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
更
新
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
役
場
か
ら
１
月

下
旬
に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
２
月
中
に
関
係
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
新
し
い
工
事
店
証
を
お
渡
し
し
ま
す
が
、
こ
の
際
、
更

新
手
数
料
と
し
て
３
千
円
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
下
水
道
課
（
☎
７
９
‐
１
０
１
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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今
年
4
月
１
日
か
ら
下
水
道
使
用
料

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
料
金
改
正
の
理
由
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
の
下
水
道
使
用
料
は
、
平
成
16

年
10
月
に
新
町
合
併
時
に
統
一
制
定
し

ま
し
た
が
、
下
水
道
特
別
会
計
（
農
業

集
落
排
水
特
別
会
計
、
漁
業
集
落
排
水

特
別
会
計
を
含
む
）
は
、
一
般
会
計
か

ら
多
額
の
繰
入
を
し
て
収
支
を
保
っ
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
処
理
区
域
内
の
方
し
か

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
利
用
で
き
る
一
部
の
方
の
た
め

に
、
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
入
を
す

る
こ
と
は
、
負
担
の
公
平
を
欠
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
下
水
道
特
別
会

計
は
独
立
採
算
制
（
下
水
道
特
別
会
計

の
中
で
収
支
を
調
節
す
る
こ
と
）
が
原

則
で
す
が
、
現
在
、
施
設
建
設
中
で
も

あ
り
、
大
幅
な
改
定
は
、
住
民
生
活
に

区　分
基本料金

（２か月につき）
超過料金

（超過水量１㎥につき）

基本水量 基本料金 12㎥超え
40 ㎥まで

40 ㎥超え
60 ㎥まで 60 ㎥超え

一般用 12 ㎥ 2,200 円 210 円 160 円 140 円

○主な改正点
・基本料金が、1,800 円から 2,200 円に
・超過料金が、
　12㎥超え 40㎥まで 1㎥につき 160 円から 210 円に
　40㎥超え 60㎥まで 1㎥につき 120 円から 160 円に
　60㎥超え 1㎥につき 100 円から 140 円に

料金計算例（2か月で 24㎥使用の場合）

今年 4月 1日

下水道使用料が

変わります

及
ぼ
す
影
響
が
極
め
て
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
改
定
幅
は
最
小
限
に
止

め
ま
し
た
。

○
料
金
改
正
の
時
期

　

料
金
等
改
正
の
時
期
は
、
平
成
20
年

4
月
1
日
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
６

月
期
（
2
月
〜
３
月
分
ま
で
）
の
料
金

に
つ
い
て
は
、
旧
料
金
で
算
定
さ
れ
ま

す
。

　

下
水
道
に
よ
る
生
活
環
境
の
改
善
、

川
や
海
等
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、

今
後
と
も
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を

行
う
と
と
も
に
経
費
の
節
減
に
努
め
ま

す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
下
水
道
使
用
料
の
納
付
方
法

　

下
水
道
使
用
料
は
、
2
か
月
ご
と
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
水
道
料
の
翌

月
が
納
期
で
す
。）

【
例
】
10
月
・
11
月
分
の
使
用
料
は
、
水

道
料
が
１
月
、
下
水
道
使
用
料
は
、
２

月
で
す
。

①
自
主
納
付
・・・
納
付
書
で
、
役
場
（
総

合
支
所
・
出
張
所
）
ま
た
は
町
指
定
の

金
融
機
関
で
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま

す
。

②
口
座
振
替
・
・
・
町
内
の
取
扱
金
融

機
関
で
手
続
き
を
す
る
と
、
預
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
以
前
か
ら
水
道
料
を
口
座
振
替
に
さ

れ
て
い
る
方
も
、
下
水
道
使
用
料
は
改

め
て
手
続
が
必
要
で
す
。

■ 

手
続
に
必
要
な
も
の
／

　

預
金
通
帳
、
届
出
印

　

口
座
振
替
依
頼
書
記
入
の
際
は
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
東
和
片
添
、
安
下
庄
地
区
は
、
公
共

下
水
道
使
用
料
を
○
で
囲
む

◎
戸
田
、
日
良
居
、
沖
浦
お
よ
び
和
田

地
区
は
、
農
業
集
落
排
水
使
用
料
を
○

で
囲
む

◎
浮
島
地
区
は
、
漁
業
集
落
排
水
使
用

料
を
○
で
囲
む

　

下
水
道
使
用
料
等
の
お
支
払
い
は
、

納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

上
下
水
道
課　

管
理
班

☎
７
９
‐
１
０
１
１

○旧料金での算定
基本料金　　　　　　　　　1,800 円
超過料金　160円× 12㎥＝ 1,920 円
合　　計　　　　　　　　　3,720 円

○新料金での算定
基本料金　　　　　　　　　2,200 円
超過料金　210円× 12㎥＝ 2,520 円
合　　計　　　　　　　　　4,720 円

柳井地域広域水道企業団
からのおしらせ

 
　９月以降まとまった降雨が
ありません。
　水も限りある
大事な資源で
す。水を大切に
使いましょう。
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お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

みんなで　つくろう　安心大島

催
し

平
成
19
年
度
周
防
大
島
町
人

権
教
育
推
進
大
会

　

人
権
教
育
の
啓
発
を
目
的
と
し

た
標
記
大
会
を
今
年
度
も
次
の
通

り
行
い
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
１
月
25
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所
／

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催
／

　

周
防
大
島
町
・
周
防
大
島
町
教

　

育
委
員
会

　

周
防
大
島
町
人
権
教
育
推
進
委

　

員
会

■
大
会
内
容
／

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

明
新
小
学
校
ユ
ー
カ
リ
バ
ン
ド

　

に
よ
る
金
管
演
奏

○
人
権
教
育
啓
発
作
品
の
表
彰
・

　

朗
読

○
講
演 

　

演
題　
「
多
文
化
共
生
『
新
』
時

　

代　

み
ん
な
地
球
家
族
！
」

　

講
師　

山
口
県
立
大
学 

准
教
授

　

Ｊ
・
Ａ
・
Ｔ
・
Ｄ
・
に
し
ゃ
ん

　

た
さ
ん

■
無
料
送
迎
バ
ス
の
ご
案
内
／

　

各
地
区
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
会

場
ま
で
の
無
料
送
迎
バ
ス
（
28
人

乗
）
を
運
行
し
ま
す
。
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
各
教
育
支
所
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
と
な
り
ま

す
。）

■
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０　

　

久
賀
教
育
支
所

☎
７
２
‐
２
２
７
１　

　

橘
教
育
支
所

☎
７
７
‐
０
１
０
０　

　

社
会
教
育
課

☎
７
８
‐
２
２
０
５

ア
ロ
ハ
音
楽
祭

〜
ハ
ワ
イ
移
民
記
念
〜

　

ハ
ワ
イ
移
民
を
多
く
出
し
カ
ウ

ア
イ
島
と
姉
妹
島
交
流
の
あ
る
周

防
大
島
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
周
防
大

島
の
文
化
資
産
で
あ
る
「
日
本
ハ

ワ
イ
移
民
資
料
館
」
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ハ
ワ
イ

の
芸
術
文
化
を
盛
り
込
ん
だ
音
楽

祭
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜

■
場
所
／

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催
／

　

日
本
ハ
ワ
イ
移
民
資
料
館

　
（
大
島
国
際
交
流
協
会
）

緊
急
時 

頼
れ
る
あ
な
た
の 

１
１
０
番

　
「
交
通
事
故
に
あ
っ
た
。」、「
ド
ロ
ボ
ー
に
入
ら
れ
た
。」、「
事

件
・
事
故
を
目
撃
し
た
。」
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、
あ
わ
て
ず
、

あ
せ
ら
ず
、
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。
１
１
０
番
通
報
を
受

理
す
れ
ば
、
直
ち
に
無
線
で
警
察
署
や
パ
ト
カ
ー
等
に
一
斉
に

指
令
し
ま
す
。

○
１
１
０
番
の
ポ
イ
ン
ト

☆
何
が
？
（
事
件
？
事
故
？
）

☆
い
つ
、
ど
こ
で
（
時
間
、
場
所
、
付
近
の
目
標
物
は
？
）

☆
現
場
の
様
子
（
け
が
人
の
有
無
、
盗
ま
れ
た
物
は
？
）　

☆
犯
人
の
状
況
（
人
相
、
服
装
、
逃
げ
た
方
向
、
車
、
徒
歩
、

自
転
車
？
）

☆
あ
な
た
の
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号

　

な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
の
で
、
わ
か
る
範
囲
で
答
え
て
く

だ
さ
い
。　
　
　

○
携
帯
電
話
で
の
１
１
０
番

　

運
転
中
は
、
必
ず
安
全
な
場
所
に
車
を
停
め
て
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、県
境
付
近
で
携
帯
電
話
か
ら
通
報
し
た
場
合
、

隣
県
の
警
察
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
市
町
村
名
と
現

場
の
分
か
り
や
す
い
目
標
（
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
・
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
等
）
を
確
認
し
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
急
が
な
い
相
談
ご
と

　

１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事
故
の
た
め
の
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
で
す
。
急
が
な
い
相
談
ご
と
は
、最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
、

駐
在
所
、
あ
る
い
は
、
＃
９
１
１
０
（
警
察
総
合
相
談
電
話
）

へ
電
話
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

安
心
の　

警
察
電
話　

＃
９
１
１
０

　

正
し
い
１
１
０
番
の
利
用
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
島
警
察
署
ま
で

☎
７
２
‐
０
１
１
０　

■
後
援
／

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
内
容
／

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
・
フ
ラ
ダ

　

ン
ス
・
町
内
音
楽
チ
ー
ム
等
に

　

よ
る
ハ
ワ
イ
音
楽

　

町
内
保
育
園
に
よ
る
フ
ラ
チ
ー

　

ム
「
大
島
っ
子
」
も
出
演
予
定

■
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
国
際
交
流
協
会

　
（
周
防
大
島
町
商
工
会
大
島
支

　

所
内
）

☎
７
４
‐
２
０
１
２

新
春
「
い
の
ち
の
落
語
」

講
演
会

■
日
時
／
２
月
23
日
㈯

　

午
後
３
時
〜
４
時

■
場
所
／

　

蒲
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／

　

笑
い
は
最
高
の
抗
が
ん
剤

　

全
国
を
笑
い
と
笑
顔
で
つ
な
ぐ

　

創
作
落
語　

樋
口
強
さ
ん

■
参
加
費
／

　

７
０
０
円
（
コ
コ
カ
ラ
会
員
証

　

提
示
で
５
０
０
円
）

　

前
売
り
券
を
事
務
局
で
お
求
め

　

く
だ
さ
い
。

■
定
員
／
２
０
０
名

■
問
い
合
わ
せ
／

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

　

健
究
会

☎
０
８
０
（
１
９
１
９
）
１
８
５
７
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

地　

田　

幸　

代
（
健
康
づ
く
り
班
）

脳
を
鍛
え
て
元
気
に
暮
ら
そ
う

　

認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム　

た
だ
い
ま
開
催
中

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
健
康
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。　
　

　
　

　

さ
て
、
高
齢
化
社
会
で
は
当
た
り
前
の
病
気
に

な
り
つ
つ
あ
る
認
知
症
。
年
を
と
っ
た
ら
仕
方
が

な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
認
知
症
は
日
ご
ろ

の
生
活
習
慣―

食
べ
物
に
気
を
つ
け
た
り
、
運
動

を
し
た
り
、
頭
を
使
う
生
活
を
す
る
等
元
気
な
時

か
ら
脳
の
働
き
を
高
め
て
お
く
こ
と
で
、
認
知
症

に
な
ら
ず
に
す
ん
だ
り
、
認
知
症
に
な
る
時
期
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
認
知
症
予
防
の
コ
ツ

　

認
知
症
の
予
防
に
は
、
脳
の
機
能
を
し
っ
か
り

使
う
こ
と
で
す
。
特
に
認
知
症
に
な
り
か
け
の
時

に
落
ち
始
め
る
脳
の
機
能―

い
つ
・
ど
こ
で
・
何

を
し
た
と
い
う
よ
う
に
過
去
の
出
来
事
を
記
憶
し

思
い
出
す
機
能
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
）、
〜
し
な
が

ら
〜
す
る
と
い
う
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
注

意
を
配
る
機
能
（
注
意
分
割
力
）、
何
か
を
す
る
時

段
取
り
や
手
順
を
考
え
て
行
う
能
力
（
計
画
力
）

を
意
識
し
て
鍛
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た
日
常
生
活

の
中
で
、
頭
を
使
う
習
慣
を
身
に
つ
け
、
長
く
続

け
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

○
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
中

　

町
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
旅
行
・
料
理
の
活

動
を
通
し
て
、
脳
の
3
つ
の
機
能
を
鍛
え
、
認
知

症
を
予
防
す
る
取
り
組
み
と
し
て
「
認
知
症
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
自
主

グ
ル
ー
プ
を
含
め
、
8
グ
ル
ー
プ
が
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
は
、

住
民
か
ら
公
募
し
養
成
講
座
を
修
了
し
た
「
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
が
つ
き
、
グ
ル
ー
プ
活
動
が
円

滑
に
進
む
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」「
今
ま
で
に
作
っ
た

こ
と
の
な
い
料
理
を
考
え
、
実
際
に
作
っ
て
み
る
」

「
旅
程
を
立
て
、
実
際
に
旅
行
す
る
」
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
は
、
2
日
遅
れ
の

日
記
を
つ
け
た
り
、
1
日
の
行
動
計
画
を
た
て
た

り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
り
と
楽
し
み
な
が
ら
認

知
症
を
予
防
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く

予
定
で
す
。

　

地
域
み
ん
な
で
認
知
症
を
予
防
し
、
元
気
に
暮

ら
し
ま
し
ょ
う
。

お知らせ１月

○
招
待
選
手

　

小
鴨
由
水
選
手
（
前
夜
祭
出
席
・
４
部 

10
ｋ
ｍ
出
場
予
定
）

　

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
代
表

○
道
路
交
通
規
制
に
つ
い
て
（
ご
協
力
の
お
願
い
）

■
期
日
／
２
月
３
日
㈰

■
時
間
／
午
前
９
時
40
分
〜
午
後
１
時

☆
下
田
口
か
ら
小
伊
保
田
ま
で
国
道
４
３
７
号
線
が
全
面
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
迂
回
路
は
大
規
模
農
道
（
定
期
バ
ス
・
大
型
観
光
バ
ス
・
大
型
貨
物
車

除
く
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
交
通
指
導
員
、
誘
導
員
の
指
示
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
周
防
大
島
町
総
合
体
育
館
☎
７
８
‐
２
５
１
２

○
沿
道
で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
日
は
「
道
の
駅
・
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
」
周
辺
で
特
産
品
・
バ
ザ
ー

等
の
出
店
も
あ
り
ま
す
の
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第
24
回　

サ
ザ
ン
・
セ
ト
大
島
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

２
月
３
日
㈰
午
前
９
時
〜　

周
防
大
島
町
陸
上
競
技
場

スタート時刻
２ｋｍ（ファミリー）　　　　９：５０
ハーフ（高校生以上男子）　１０：１０
ハーフ（高校生以上女子）　１０：１０
10ｋｍ（高校生以上男子）１０：２０
10ｋｍ（高校生以上女子）１０：３０
５ｋｍ（中学生男子）　　　１２：３０
５ｋｍ（中学生以上女子）　１２：３０
５ｋｍ（40歳以上男子）　  １２：３０
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◆日時／２月 22日㈮　13：30～ 14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 18年６月 22日～平成 18年８月 22日生まれの者
・平成 20年２月 22日現在、１歳６か月～２歳未満で未受診者
◆問い合わせ／健康増進課☎７７‐５５０４

１歳６か月児健康診査の
お知らせ

１月

５日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉 
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉

21日㈪

22 日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 
児童巡回相談〈10:00～ 17:00たちばなケアプラザ（要予約）〉 
【申込先】子育て支援センターたちばな☎７７－５５０５ 
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉

６日㈬

７日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

23日㈬ ８日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉 
健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉

24日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 ９日㈯

25日㈮ 3歳児健康診査〈受付 13:00 ～ 14:00 たちばなケアプラザ〉 10日㈰ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

26日㈯ 11 日㈪ 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

27日㈰ 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

12日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 28 日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

29日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 

13 日㈬ 育児相談〈10:00 ～ 11:00 東和総合センター〉

14日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

30日㈬ 15 日㈮ お話し会（絵本読み聞かせ）
〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

31日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 16日㈯

２月 17 日㈰ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

１日㈮

こころの健康相談
〈10:00 ～ 12:00 久賀福祉センター（要予約）〉 
【申込先】健康増進課☎７７－５５０４ 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉

18日㈪

２日㈯

19日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉３日㈰ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉

４日㈪ 20日㈬ 育児相談〈10:00 ～ 11:00 東和総合センター〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成１９年中）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

人身交通事故

件数 死者 傷者

９０ ３ １０５

前年比

＋１４ ＋１ ＋１４

物損事故件数

３１３ 前年比 ＋２

今月の納税

国民健康保険税　第７期分
町県民税　　　　第４期分
納期限　１月 31日㈭

　　詳細は税務課へ
　　☎７４ー１００８

相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 ２月 12日㈫ 10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 ２月 12日㈫   9：00 ～ 10：00

乳幼児発達クリニック ２月 28日㈭ 13：00～ 16：00

エイズ抗体検査 ２月 12日㈫   9：00 ～ 10：00

思春期・ストレス相談 ２月８日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 ２月 19日㈫ 13：00～ 14：00

２月の柳井健康福祉センター定例保健事業

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
■問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

文珠山に
登山される方
通行注意！
　
　防災行政無線工事を行っています。
　通行にご注意ください。
◆期間／１月７日㈪～３月 31日㈪
◆場所／文珠堂～文珠山（遊歩道）

お知らせ

PDF 版ではこのコーナーは掲載しておりませんのでご了承ください。
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このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。

発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷
㈲ 

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

人の動き（１月１日現在）
人　口 ２０，９５０人 （34人減）

男 ９，４４１人

女 １１，５０９人

世帯数 １０，７１２戸 （18戸減）

濵
はま

岡
おか

昌
しょう

平
へい

くん
平成 19年１月１日生まれ
（東和・船越中）

吉
よし

村
むら

和
かず

真
ま

くん
平成 19年１月６日生まれ

（久賀・丸山）

（子育て支援センターたちばな）

岡
おか

廣
ひろ

果
か

奈
な

ちゃん
平成 19年１月６日生まれ

（橘・真宮）

福
ふく

本
もと

悠
ゆう

斗
と

くん
平成 19年１月２日生まれ
（大島・東三蒲後港）

　まず、口の中に水を含んで、飲
み込まずに吐き出すことから教え
ます。それができるようになった
ら、口の中でグチュグチュと水をま
わすことを教えます。グチュグチュ
ペッができるようになったら「口に
水を含んで上を向いても飲み込まな
い」「口の中に水を含んで上を向いて、
口をあける」「ガラガラと音をたてて
本物のうがいをする」に挑戦してい
きます。うがいや歯磨きは、健康、
清潔のためだけでなく、発声･発語運
動を促す上にも大切な習慣です。口
の奥の方の働きを高め、構音（舌や
唇を動かして音を作り出すこと）の
基礎を作ります。

　～のど～
　かぜが流行する季節です。空気が乾燥していて、

のどや鼻の粘膜が乾燥していると、かぜなどの感染症に
かかりやすいといわれます。加湿器を上手に使って部屋
の湿度を保つようにしましょう。
　うがいでのどをごろごろすることは大切な衛生習慣で
すが、赤ちゃんにとっても、教える大人にとってもなか
なか難しいことです。できるようになるためには気長に
お手本を見せること以外に方法がありません。

な


